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日高道雄（遺伝子の多様性研究グループ）
酒井一彦（種の多様性研究グループ）

第３回COE国際サマープログラムを終えて

◆導入機器による研究・教育：湿式自動化学水質分析装置QuAAt｢ｏ

◆ＣＯＥシンポジウム・ワークシヨツプ実施報告（６月～12月）----------土屋誠（拠点リーダー)、広瀬裕一・傳田哲郎（種の
多様性)、立原一雲・今井秀行（種の多様性)、佐藤綾
（生態系の多様性)，傳田哲郎・広瀬裕一（種の多様性）

◆平成19年度COE宿泊研修会一一一一一一一一一一一一一一一一一------------－－米蔵誠哲（広報担当）
◆2007年度に開催されたセミナーとシンポジウム

◆各種受賞関係一HonorsandAwards-



琉球大学の特徴を明確にした研究教育拠点形成

岩政輝男（琉球大学学長）

２１世紀ＣＯＥプログラムの活動はますますii斤

溌になっております。若手研究者の１１)}究成果

が続々と論文として出版されることやサマー

プログラムが軌道に乗りつつあり、瓶もしく

感じております。琉球大学のＣＯＥプログラム

は以下に述べるような特徴があり、それぞれ

めざましい発展がみられます。

IlKl際活動もいろいろな形で進められており

ますので、アジア太平洋域の研究教育拠点と

しての原型が出来上がりつつあると言って良

いのではないでしょうか。海外の研ﾂﾞﾋﾞ背が本

学で共同研究をM雌していること、翻学''2を

受け入れていること、大学院生がｲﾉiliiji的に海

外での研究や成果発表に||}かけていること、

などはその表れです。

海外でも['1際シンポジウムを開催しています。

昨年度のフランス髄ポリネシアでのＩＲＩ際シン

ポジウムに続き、今年度はシンガポールにお

いて熱帯島l1l1i↓の/１２物多様性に関するワークシ

ョップを開催しました。本学はシンガポール

｢ｉｉＩな大学の研究者とは、サンゴ礁ｲﾘ1:先、’11殻

類の分類、生態学研究などの分野で交流を進

めてきましたが、今回、若手研究背を''１心と

した交流を実施したことで一層緊密な関係を

構築することが出来ました。

活動が活溌になる''１で、その特徴を1,L失っ

てはいけません。本学の''１期目標には「i''１縄

の地理的特性をふまえつつ、最先端の特色あ

る研究を重点的に推進し、熱帯・'１K熱帯科学、

,Yiijll1jl・海洋科学で'１上界をリードするIﾘﾄ究拠点

の形成を［1桁す」と示してあります。またア

ジア太Ｗ１Ｆ域との関わりが頓要であることを

随所に述べております。ノ|其ＣＯＥプログラムは

まさにこれらの中心として活動すべきもので、

琉球大学の特徴ある重要な研究分野として大

学として支援し、将来においても継続しなけ

ればならないプログラムです。

サンゴ礁.,IHjllllliLに関する(ﾘ|:究分野は極めて

広範なものです。生物学はもとより、熱帯医学、

熱帯鰹'１ｉｔ、民俗学、地理学、島IU1l経済学など

多様な分野が対･象となりえますので、これら

を統合した研究体制を榊築することが琉球大

学の特徴ある学問研究を発展させ、若手研究

背を育成することにつながると考えております。

その''１で海外のｲﾘ|｢究機関との共同教育は近

要なポイントです。教育の国際化が期待され

る'｜'で、本学は多様な形での留学生の受け入

れを検!;､Ｉします。すでにＣ○Ｅプログラムの関

係背が'''心となってアジア太平洋域の幾つか

の大'リムと共同教育（ダブルディグリープログ

ラム、サンドイッチプログラム）に関する議

論がＩ)M始されています。繊論の進展を期待し

ます。

２１１Ｍ.ＣＯＥプログラムはいよいよまとめの

段階にさしかかります。さらに次期のプログ

ラムであるグローバルＣＯＥプログラムへの１１］

,;ｉｉｉに|('１けて、反省と工夫を壇ね、知恵を(lＬ

合って遇進すべき時期でもあります。関係者

の一同の衛起、活躍を期待しております。
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｢サンゴの個体群動態、生殖、発生、共生生物学」に
関する第３回ＣＯＥ国際サマープログラムを終えて

雄（遺伝子の多様性研究グループ）

彦（種の多様性研究グループ）

ｐ高

酒井

道雄

２００７年６Ⅱ２３日より８月２２１=|までの２ケ

)]問、琉球大学熱帯生物圏研究センター瀬底

兆験所にて、第３回ＣｏＥ｢K1際サマープログラ

ムを開催した。今回のサマープログラムは、

サンゴの個体群動態、生殖、発生、そして共

'Ｍﾐ物学に関する理解を深めることを目的と

した。参lⅢ'測三は、国|際的なサンゴ礁研究1野

との共同研究および講義を通して上記の研究

分野について体験しながら学ぶことができた。

企画・運憐は、’二|高道雄（jilj1学部教授）・

WIi)|ニー彦（熱帯生物圏研究センター瀬底実験

所准教授）がコーディネーターとして担当し、

実際の運営にはＣＯＥ研究員２名（磯村尚子・

波利井･佐紀）が協力した。さらに国内外の普

名なサンゴ礁研究者7名をｌＮ１Ｗし、講義および

実験指導に脇ﾌﾞ]してもらった。

受講者は、外国人１２ｈ日本人３名の計

１５名であった（ただし、外国人の２名は、本

ＣＯＥプログラム以外の絲践の支援を受けた）。

外国人学生６０名からの問い合わせがあったが、

岐終的な応募者は１４ヵ国３８名、国内４名で

あった。サンゴ礁関係のメーリングリスト（C-

oralList）に本サマープログラム案内を褐ililiし

たところ、世界中から多くの問い合わせがあ

った。その結果嬉しいことではあるが、Ｈ１い

合わせ、応募、推薦者など総計２４０を越える

メールに対する対応でほぼ１ヶ月間忙殺された。

こちらの受け入れ態勢や研究テーマの整合性

などから１５名に絞らざるを得なかった。

研究は（１）サンゴの1,1i１体群動態と生殖'ｋ

態学、および（２）サンゴの発ノヒと共生生物

学の２つのプロジェクトに分かれ、前者を111iﾉﾄﾞ、

後者を日高がＩ11当した。

侍参加llfは、これら２つのプロジェクトの

どちらかに参りⅡし、関連したテーマを研究した。
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瀬底実験所玄関での記念写真

参加者は、本プログラム中に得られた結果を

取りまとめ、レポートを作成し、そのうちの

いくつかについては学術雑誌上での公表を|」

指している。

IiMi義は、サンゴのＬ[三態学、生理学、共生生

物学、環境ＩｌＩ１趣とストレス応答、分子生物学）

進化そして化物統計学など幅広い分野にわた

って提供された。さらに西原キャンパスから

５狢,、瀬底実験所から４名（COE研究員、客

111ﾘ|:究員を含む）の協力を得、琉球列島の陸

生脊椎動物の生物地理学や魚類の性転換の機

Ｉ１ｌｉなどの講義を受ける機会もあった。セミナ

ーでは、論文を読んでディスカッションリー

ダーの進行のもとに討論する形式のセミナー

が試みられたが、英語でのディスカッション

はⅡ本人には難しいものであった。

研究テーマについて

プロジェクトＬサンゴの個体群動態と４１ミ

リii1fiに関するプロジェクト（酒井一彦担当）では、

下iidの研究テーマについて野外調街と水lWi実

験を行った。
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(1)クサビライシ科サンゴの生態分､ｊ：瀬底l1fI〉

北の離礁5地点でクサビライシ科サンゴの水深

別の分布調盃を行った。

(2)クサビライシ科サンゴの種内および剛}'１競争：

/|〈''１重量法により｛''１１ﾉﾘ競争と種間純r１．のどち

らが、成長に影群を及ぼすかを検討した。

(3)クサビライシ科サンゴの幼生生態：ｌ１１Ｉｉ１１ｉサ

ンゴ、他種サンゴおよび藻頬が、幼'ｌｉの定精

行動に及ぼす影響を検討した。

(4)クサビライシ科サンゴのｲIIi間交雑：ＩｔＭｋｌｌＩ１Ｌ

体のトゲクサビライシとマルクサビライシの

'''１で、種ｌｌｌ１の交雑が起こるかを検討した。

(5)ナガウニの分布パターンと性比の解析。

－－－二二焉雷
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野外調査に出かける受講生

プロジェクト２．サンゴの発生と共生生物学

に関するプロジェクト(,,,f/『道雄}11当)では下記

の研究が行われた。

(1)ミドリイシ１１１１サンゴの発'１畠過帆!および陶山

潔との共生開始機構：褐山藻感染の時期およ

びプラヌラ幼生|ﾉﾘでの分布パターンの変化を

細くた。

(2)サンゴ幼生や一次ボリプのストレス耐性と

掲出繩タイプの側係：様々な宿１２１二h来の悩山

藻をljえ、異なる褐虫藻タイプをもつサンゴ

ポリプの成長率やストレスiliil性を比il1交した。

(3)培鍵掲虫藻を１１]いて、増殖速度や遊走細胞

形成瀕度が温度ストレスによりどのように変

化するかを調べた。

(4)サンゴと共生する褐山藻がサンゴ礁底質に

/『〈Iﾐすることを磯染実験によりI;１，１，ﾘ,した。

(5)イソギンチャクと褐虫藻の共生開始に伴う

タンパク質プロフィールの変化を調べた。

(6)サカサクラゲの染色体とテロメアの観察。

招聰講師

ProfYossiLoya(Tcl-AvivUniversity,Isracl）

ProfRobcrtvallWocsik(FIoridalnstilutc()f

Tcchnology,ＵＳＡ）

DrKazucAsoh(ScikciUnivcrsity,Japan）

特に苦労した点は、満月の後１週Ⅱ１１以上続

けた、深夜から'二illlillにおよぶサンゴの放り１１放

粘の観察である。サマープログラム参川脅に

))Ⅱえ、瀬底実験ｉｒでID｢究を継続している｣|州

勤研究員や大学院化の協力も得て、１１柵1別に

ローテーションを組んで観察にあたった。

招聰講師

ProfR()bcrlAKinzielll(Universi[yofHawaii

USA）

Ｄｒ・AI1drcwBaird(JamesCookU11iversity､

Auslralia）

Ｄｒ､MisakiTakabayashi(UI1ivcrsitvofHawaiiat

llil()ＵＳＡ）

Ｄｒ`ToshikiWattlnabe(OccanRcscarch

lllstilute,UniversityofTokyo､Japan）クサビライシの産卵を観察するロヤ教授と受講生

－４－



に閉じこめられ、停電のもとで暮らしたこと

も参加者にとっては良い経験であったと思わ

れる。
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褐虫藻の単離培養を指導するキンジー教授と

受講生

カレーパーティー

特に苦労したのは、実験材料であるサンゴ

のプラヌラ幼生の確保であった。美ら海水族

館で山本広美さんら水族館職員の協力の下、

磯村さん、安仕'さんがﾉ籾|]時期まで詰めて、

卵と精子を採集して受精させ、プラヌラ幼生

を準備した。また波利井さんが阿嘉島臨海1Ｊ「

究所で発生させたプラヌラ幼生を大量に瀬庇

実験所まで逆んでくれた。５月の産卵時期に

生まれたこれらのプラヌラ幼生を厩日新鮮な

撫過海水で水換えを行い飼育した。サマープ

ログラムの開始時まで幼生をもたすために多

くの人たちの協力を得た。

サマープログラムを終えて

サマープログラムの成果発表会が終わり、

参加者を送り出した後、大量の機Ｉ)k、実験器

具類を梱包して西原キャンパスに搬送したが、

||高はそのときに軽いぎっくり腰になり、し

ばらくはふぬけ状態であった。そのころ、ｉｉｉｉ

ｌｌ本サンゴ礁学会長のＫ先生から、「昨夏i1i

学ＣｏＥ関連の瀬底実験所における野外セミナ

ーの御成功は皆様の献身的な御尽力の賜と衷

心よりお祝い１１]し上げます。並々ならぬご苦

労と灰聞しておりますが、西太平洋黒潮海域

における野外セミナーの金字塔と世に１１宣伝さ

れ始めました。おめでとうございます。」と

の文面のメールをいただいた。どこからか、

今''１１のサマープログラムの評判を聞かれたの

だろうか。我々の苦労が報われた気がして婚

しく、他のサマープログラムチームのメンバ

ーに転送した。また特記したいのは、本サマ

ープログラムに参加した琉球大学の大学院生

が非常に良い方向に変化したことである。研

究liiばかりでなく、枝極性、協調性などの点

で顕著に成長していた。この点でも苦労が報

われた気がした。

外国からの参加者や識師の招】19手続きにつ

いては、ＣＯＥ事務室の伊波さん池の方々の協力、

また実験器具や消耗品の購入、Ｈ１張に関して

は[f城さんに協力いただいた。これらの支援

なくしてはサマープログラムの実施は不可能

研究以外の交流

・研究以外のsocialactivityは、数多くのパー

ティー、週末の自主的ツアーなどとても活発

であった。サマープログラムが実際に始まる

までは、食事、買いＩｌＬが頭の）,荷い問題であ

ったが、いざ始まると||本人学と1Aが軍を出し、

参加者が適噺にグループを作って買い出しを

して自炊をしたり、「ともだち」などの食堂

で外食をしたりして|:Ⅲ]題はなかった。「とも

だち」ではベジタリアン、イスラム教徒用に

も特別に訓111』してくれ、外国からの参加者も

食蝋のおばさんたちとｲll1良くなった。

招聰講師が帰る際には居酒屋で、あるいは

瀬底実験所の食堂や砂浜でさよならパーティ

ーを開き、Ⅱ本、イスラエル、タイ、アメリ

カと各国の料理を味わう機会があった。台風

－５－



であったと思われる。ただそれでも、Ｉ７Ｉ鵬、

宿泊、瀬底一キャンパス間の移動、空港への

送迎など、実験そのものの準備以外の面で、我々

オーガナイザーの負担が大きく、ロジスティ

ックス面のサポートが得られれば、もっと研究・

数育而に集中できたかなという気はする。今

後サマープログラムを継続して実施する場合

には、サマープログラムの運営のノウハウを

蓄積し、サマープログラム委員会がそのよう

なサポートをすることが望まれる。

最後に、瀬底実験所のスタッフの皆様には、

研究スペースや機器を使用させて頂いたほか様々

な･便宜をはかっていただいたことを深く感謝

する。またサンゴの幼生を!快く裸･供して下さ

った'''１脇‘島臨海研究所、↑｢'１純美ら海水族館に

感謝する。

字一一

COEサマープログラム成果発表会

Photo-galleryl土を食べるシロアリ

ムシャシロアリ（左）

Ｓ/ｎｏcap〃ｆｅｍ７ｅｓｍｕｓｈａｅ

ニトベシロアリ（右）
Ｐｅ〃cap〃fermesnifobeノ

（昆虫綱ゴキブリ目シロアリ科）

一般にシロアリは/|〈材を1孟食としているが、両度に進化
したシロアリの多くは木を食べない。腐植二|:を1：食として

いるシロアリは熱帯域を'''心として分布し、’'水では八重
１１１，渚Hljだけに分布している。’2の''－１で生活するためにと'二態

は不{ﾘ|な点が多い。Ｔﾌﾞﾕは上を食べるシロアリの兵隊アリ
である。非常に発達した顎をIllliえており、この顎で敵をは
じき飛ばすのではないかと砦えられている。

採集地：西表島
徳川岳（遺伝子実験センター）

Ｊ１;;iiilli
徳)』’毎 腰
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Photo-galleryz多彩なボディーパターン
騒弓P､～￣ 目蕊

熱,i鷺k－
アオリイカ丘■

可

Ｓｅｐｉｏｆｅｕｆｈｊｓﾉｅｓｓｏｎ/ａｎａ
■

可

(頭足綱ツツイカ目ジンドウイカ科）

頭足類の体表にはi''１経文|liuされた色素胞が多数分布し、

これらの収縮と弛緩により多彩なボディーパターンが創ら
ｵ1る。さらに色素胞胸1の下には反射細胞から成る虹色素胞

が分布し、偏光を反射している。ボディーパターンの機能
は隠蔽やコミュニケーションといわれているが、明確な答

えはまだ出ていない。ｉ''１級近海に分布するアオリイカは華

蝿なボディーパターンを炎Ｉｌｌすることから、頭足類のコミ

ュニケーション研究では注１１される種の１つである。
大島|場太（ｊｌＭ１:'験研究科）

－６－



導入機器による研究。教育

本Ｃ○Ｅプログラムでは拠点形成事業の－つとして共同利用機器を設置し研究環境の向上を図っ

ている。今回は湿式自動化学水質分析装置（２００５年度設置）を取り上げ、その活用状況を紹
介したい。

湿式自動化学水質分析装置 としてサンゴ礁生態系、海草生態系における

物質循環および栄養蝋の動態解析測定に使用

されている。サンゴ礁では満潮時に栄養埖膿

度が低い海水が流入し、タイドプールでは干

潮時に生物の活動や地下水の流入の影響で１０

倍から１０()倍の濃度にl三界する4j:が示された。

魚類や底生動物の排泄活動に伴う無機態窒素

の動態を海水の交換と併せて議論している。

化物の活動の結果が水質の変化に微妙に影響

する過程が本機器によって明瞭に再現される

ＱｕＡＡｔｒｏ

海水、排水、土壌111111}液の水闘を分析TiJ能

な装置であり、多くのサンプルを短時間に処

理できるという利点がある。サンプルが反応

轡に導入されると、空気によって分節され、

さらに試薬が導入されて反応が進行する仕組

みで、窒素の８態（アンモニア、硝酸、！|K硝

酸およびリン酸の含有ﾊﾑが測定できる。

現在、この湿式自動化学水質分析装置は主 ので重宗である。

湿式自動化学水質分析装置QLIAAtro

Photo-gallery3鰯金属光沢を放つ可'隣なチョウ

アオタテハモドキ

ルｎｏｎｊａｏｒｉｆｈｙａ

（昆虫綱、タテハチョウ科）

オスは翅表面に}【征)金属光沢を持ち、日本_美
しいチョウといわれることもある。一方、メスの

翅表iY1iは茶色であるばかりでなく、オスよりも大
きな眼状紋を持つため、「気持ち恐い」といわれ

ることもある。荒地に多いイワダレソウやオオバ
コに発生する。沖縄では比較的身近な存任。発生

生理学実験の対象として優れている。写真は求愛
行動。

撮影lAjmT：琉球大学共通教育棟Mii
大瀧丈二（理学部）

；
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ＣＯＥシンポジウム・ワークショップ実施報告
(6)]～１２川

第２１回太平洋学術会議 ジアー太平洋における生物多様性とサンゴ礁（土

臆誠）．．では多数のＣＯＥのメンバーが発表を

行っており、ギボシムシの摂食活動と物質術環、

サンゴ礁における動物が排泄する粘液の役割、

サンゴヤドリガニとホストとなるシコロサン

ゴサンゴ類との関係、spermnagcllarregulatioI1、
マングローブ域に生息するイワガニ類の発生､

アザミサンゴの世伝的多様性、サンゴの定ｉｎｆ

パターン、海草とサンゴとの共i/j畠機櫛解lﾘ１，

マングローブコオロギの適応多様性、７Ti)呵礁

li1illの熱水生態系等の話題を提供した。

2007年６月１２日～１８日

沖縄コンベンションセンター

土屋誠（拠点リーダー）

、DiversityandChange”を主題に５０ヶ１１１１から

約80()名の蕊緑青を集めた第２１同大Ｗ'１ｔ学術

会議では、琉球大学は沖細りi(|大]の大学と脇ノノ

して、その迎徽の中心的な役割を担った。木

ＣＯＥプログラムも６４名（大学院上|ﾐを含む）が

会議に参加・発表を行うとともに、筆背が'|ド

桁局長を務めるなど会議の運営にも携わった。

特に、学生は国際会議での発表機会を得られ

ただけではなく、受付や会場･係など運営にも

協力することで、大きな経`験を得ることがで

きた。

W~KlliiHil

噺

口】

尼自

'■身

白熱した議論を展開する太田教授

いずれの企画にも、学内・学外・海外の参

)jlll1jfを迎え、それぞれのテーマについて活発

な,瀧諭が行われた。このほかＣＯＥの関係I味は、

サンゴ礁の保全、民族植物学など関連するセ

ッションに積極的に参加し、情報交換を行った。

またＣＯＥプログラムでは太平洋学術会議にあ

わせて数名の研究者を招鴫し、加えて、サマ

ープログラムやＣｏＥセミナーの招聰講師も会

識に参加するなど、各セッションの活性化に

も画献できた。

７カ国から２５名が参加した「熱帯生物圏研

究-ヒンター瀬底実験所および１１|'純美ら↑Iij/l〈族

ｌｉｉｉＩ,,Ｗｆの１１帰りエクスカーション」では、ＷＩｉ

ｊｌ２一彦准教授を'''心にサンゴ礁およびマング

ローブの保全と修復の研究に関する国際的な

ネットワーク構築をF1指したI1f報交換を進めた。

さらに、“ThePacific-AsiaBiodivcrsityTransccl
Nc[work（PABITRA)”の要請で野外観察会を

本Ｃ○Ｅプログラムが共催することとなり、案

内役を務めた;横１１１教授をはじめ、Feroz博士・

'lWIillll博士（ＣｏＥ研究員）や学生が解説を行
った。

受付ではCOE研究員や学生が大活躍

会議は基調講演の他６テーマ７４のセッショ

ンで構成されたが、このうち生物多様性に関

連する３つのセッションの企lIIli運営をＣ○Ｅリド

業推進メンバーが行った。“Patternsofbi()di-

vcrsityinlhcPacific：太平洋地域におけるリミ物

多様性のパターン（太田英利）”では、11,,1潤

萠熱帯気候1くにある古い大陸島の集合体とい

う特殊性をもつ琉球列島における龍物多様Ｉｊｋ

の形成過朏Ｌや、その現在の地Ll1的パターンを

扱ったＣＯＥ関係者の発表が各国参加帝のUL1

心を集め、７i'了発な瀧論が展開された。

“Associa[iｏｎ（)|・prokaryoticalgaeand［rol)ical
〔lscidians：ｌｊｊ〔核Wk藻類と熱;llf産ホヤの共'|；（狐

111彰一郎、上江１１１挺博、広瀬裕一）”では藻類・

化学・動物の３分野にまたがった議論が行われ

セッションの翌１１には希望者を募って備瀬lIlili

への共生性ホヤ採集旅行が実施された。

“Biodiversityal1dcoralreefSinAsia-Pacific：ア

－８－



国際ワークショップ

“lnternationalWorkshopon-iTopicallsland

Biodiversity:AcrossLandandSea”

2007年９月２５日～29日

シンガポール国立大学（シンガポール）および

ティオマン島（マレーシア）

広瀬裕一・傳田哲郎

（種の多様性研究グループ）

を抱える分類群」と「ＤＮＡ情報に基づく生物

種バーコードの可能性」の２テーマについて

の討論会も行われた。前者のテーマでは、注

目度の低い分類群を扱う上で予算やポストを

得ることが厳しい現状に話題が集に|］し、大き

な問題であることが再認識された。また、後

者では参照標本の管理の問題や馴''１性の商い

分類研究者の必要性など、様々な側而からバ

ーコード・プロジェクトの逆ＪＭ上の問題につ

いて指摘がなされた。研究会議２１．１三|には前

掲の太平洋学術会議で基調識淡を行ったＬｅｏ

Ｔ&ｌｎＷｅｅＨｉｎ教授もlj1席し、参力Ⅲ11fと活溌に

情報交換を行った。シンガポール｢畷I立科学ア

カデミー会長でもあるＬｅｏＴａｎ教授が特に本

学とシンガポール国立大学の交流発展につい

て期待を述べていたことは、当地でワークシ

ョプを実施した成果の一つであろう。なお、

研究発表・討論の内容はラッフルズ生物多様

性研究博物館の刊行するＲｑ)iIYcsBzlﾉﾙIi〃clfZo-

o/o8yの増刊号にまとめられる予定である。２５

日はシンガポール国立大学が、２６１１は琉球大

学が夕食会を主催し、’二|シ両国の研究者が交

流を深めるとともに、今後の共同研究につい

て具体的な話し合いを|M1別に持つことができ

たことも、将来の成果に繋がると期待される。

本学ＣＯＥプログラムとシンガポール国立大

学生物科学科が共同で|]il際ワークショップを

開催した。９月２５１１．２６１１の２Ｆ１間はシンガ

ポール国iﾉﾋﾞ大学で「熱111:島ｌＭｌｌの生物多様性：

陸～海」をテーマに研究会議を行い、２７日～

２９日の３Ｆ１間はシンガポール国立大学および

ラッフルズ生物多様性研究博物館のスタッフ

とともにテイオマン島（マレーシア）におい

てフィールド視察を行った。

那覇国際空港における航空機爆発炎上事件

のあおりで、当初予定していた台北経由の路

線が欠航になったため、関西空港経由でシン

ガポール（チャンギ空港）にやって来た我々

がホテルに到若した頃には、もう９月２４１｣か

ら２５日へとロ付が変わろうとしていた。さらに、

ホテルでは充分な数の部屋が確保されていな

いことが判Iﾘ'し、されど深夜に他のホテルを

探す訳にも行かず、シングルルームに二人で

泊まらざるを得ないというおまけ付きであった。

なかなかの滑りlILである（幸い２泊目以降

は部屋が確保できた）。

２５日・２６１｣の研究会議では「海洋生物の多

様性」、「島''111における動物の多様化と絶滅」、

「島１１脚における植物の多様性と生物地理」の

３つのテーマで基調講演４題、口頭発表24題、

ポスター発表１４題が行われた。いずれの話題

も熱帯・亜熱帯生物の系統分類や生態に重点

を置いたもので、内容に食い込んだ質疑を通

して本質的な議論ができたと思う。口頭発表

では、若いＣ○Ｅ研究員も座長を分担し、国際

会議の経験をさらに深める機会にもなった。

以上の講演・発表に加え、「多数の未記載種

基調講演に耳を傾ける参加者達

研究会議を終えた参加者達

－９－



ティオマン,鳥の滞在'|｣は、早'|ﾘ1や夕方の｢’

''111州]を利)W]して、ホテル周辺の森林やマン

グローブ、サンゴ礁に入り、それぞれの研究

対象を観察することもできた。海に入れば、

眼前には素晴らしいサンゴ礁が広がっており、

r1化しているサンゴは殆ど見られない。しか

しながら、海岸から２０ｍ以上に渡って赤しの

lMiが顕著で、サンゴ礁が半ばj1llまっていた

のが残念である。テイオマン1libはlIil立公Ｉ１Ｉｉｌと

してlll然環境の保全のために１１M〔しい蜆MIIがあり

我々が研究用に生物採集を行うことも認めら

れなかったのは残念であったが、琉球列ﾉﾉﾙで

は1,iLることのできない自然環｣党／'１ﾐ物を剛察

できたのは何よりの収穫であった。

テイオマン,[f》へ移動する271-1は払暁より`,`１１

雨となった。参加メンバーの一人「雨ﾘ)」の

lilil1躍如と言う所である。幸い昼前には|:Ｉｊは

I｣二み、ティオマン島滞在し'１は雨に見舞われず

に済んだ。２７１１の夕食後は２グループに別れ

シンガポール[創立大学のスタッフの案|ﾉﾘで鎌

,|:|《に入り、夜間散策を行った。筆者が参加し

たグループではジャコウネコや固有種のヤモリ、

オウチュウ（I&羽の特徴的な鳥の仲||Ⅱ）、サ

ガリパナの花やホタルをj,,Lることができた。

力で多数のイエネコやアフリカマイマイに

も遭遇し、、11地も移入生物の脅威にさらされ

ている現実が認識された。２８｢1はテイオマン

ハルの來岸へボートで移動し、西海岸まで,ｌｉｂを

徒歩で検断した（行程７ｋｍ、高低差30()、）。

樹満50ｍを超える木々や巨大なヤシが生い茂

る'１』、トビトカゲやオオトカゲをはじめ、Ⅱ〔

南アジアならではの様々な動物や植生を観察

することができた。この１１の夜間散策でもム

チヘビをはじめ多くの夜行性動物が観察できた。 illiil
Ｐ

醗影一ｉ=電鍵豊
ロ□可１

kMililliim $ii鰯愈
！

箇山鍵鰡慰im2k駒
巨大なイチジクの板根（左）と美しいサンゴ礁（右）

２９１１は午前''１まで野外観察を行い、我々が

シンガポールに戻ったのはすでに夕刻であった。

残り少ない時間は、各自が東南アジア地域の

''２物誌に関するilf籍を求めて書1,ｉｆをまわったい

水族館やナイトサファリ（夜ＩｌＩｌ公i)Mの動物園）

に(|}かけるなどして過ごし、翌301二1早朝にシ

ンガポールを発った。同日２１時には那覇空港

に/iを員無事にたどり着いた。今l1ilのワークシ

ョップでは、ｲﾘﾄﾂﾞﾋﾞ者問で具体的な深い議論を

行う機会が符:られ、フィールドでもしっかり

時'''1を確保することができたので、とても充

実したものになった。言うまでもなくワーク

ショップの成功にはたくさんの〃々の質献が

ｲ<１１欠であった。ワークショップの共催に｢|’

心的な役割を分担されたＣｈｏｕ教授・Ｎｇ教授

をはじめシンガポール国立大学の皆さん、水

!]1:業を支援してくれたＣＯＥﾖ1:務川)をはじめと

ティオマン島横断中に動植物を観察

＃

ツ

サガリバナの仲間（左）とモリドラゴンの仲間（右）
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する多くのスタッフ、そして24時間態勢で我々

の|M:話をしてFさった成iIl！!陣'二（元本学ＣＯＥ

研究員、現シンガポール｢F1立大学研究員）に

心よりお礼申し上げる。

ＣＯＥのｗｃｈｓｉｔｅでは、１１；Ⅱ際ワークショップ

の写真を多数掲載しています。ぜひご覧下さい。

hUp://W3.u-ryukyu・ac・jp/ＣＯＣ/action/intcrwor200701j1Iml

換を中心に、各大学における教育システムに

ついての意兄交換をおこなった。「|頭発表３１件、

ポスター発表３３件と活発な議論が行われ、さ

ながら小規;模の学会のようであった。発表は、

１１Ｗ''2物理分野が多く、生物関連のものが少な

かったように感じた。しかしながら、大学院

生たちにとっては良い経験になったはずである。

教育セッションにおいて竹村准教授は、本学

のＣＯＥプログラム、OIMAPなどの教育システ

ムについて詳細に発表し、活発な意見交換を

おこなった。

東シナ海の海洋学と水産学に関する

第６回国際ワークショップ

2007年１１月３～５日

長崎大学

立原一惠・今井秀行

（種の多様性研究グループ） 繭'，醐舎蝋汀研究繊
也・列■ＤｕＵＬｎｂ▲、』Ⅱ■■｡

iii1iljiliill1illilii1l1i1l
東シナ海周辺の海洋学的、水産学的研究を

推進している３カ国４大学（済州国立大学、

'2海水産大学、長崎大学、琉球大学）が１９９７

年以来、持ちlLilりで開催してきたワークショ

ップの６ＭＩＩであった。ベトナムからの研究

発表などを含めて計１００名ほどが参加した。

琉球大学からの参加者は、我々の他に土屋誠

教授（拠点リーダー・理学部長）、竹村|ﾘ|祥

准教授（ＣｏＥｊ胤業推進担当者）、久木幸治教

授（理学部地学系）、上屋研ポスドク１名、

秋原研、竹村ルト、立原|Ｊ１:、今ルＩＪＩ:の大学|塊ノヒ

`ＭＨであった。

このワークショップでは、東シナ海に関連

した海洋学的、水産学的研究の成果の情報交

１
℃

全体写真

懇親会は、長崎市内の1000万ドルの夜景が

楽しめる展望台レストラン会場の貸し切りで、

長lll荷大学長、水産学部長、土建理学部長（拠

点リーダー）が挨拶をおこない、情報交換や

参｣川&以上の飲食で鵬り上がった。次回の第

７１１１|は、2009年に移転新築中の１２海水産大学

でI)M催される予定である。より多くの研究者

の参加が期待されている。

Photo-gallery4光学マッピングによる遺伝子分析
Ｈ１

、

光学マッピングは平lhi上で「■

B去り省few\0や■（
■

一方向にＩＩｌＪ長させたＤＮＡを■Ｉ曰

￣

iiP
蛍光色素で染色し光学顕微鏡

観察することでそのサイズ分』

布を簡単・迅速に決定できる

分析法である。水圏のウイル

スやバクテリアの遺鰯伝ｆ分析匂■ｑ

Ｄｊｐ

が''１能になる。▲

(Ａは入phagc、Ｂはbactcriaの

ＤＮＡ）

Ａ‘ 房 米巾駈誠哲（理学部）
ロ

「｡山
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－琉球大学公開講座一

ミクロでのぞく身近な虫の世界

2007年８月４日

琉球大学理系複合棟

佐藤綾・傳田哲郎・広瀬裕一

（生態系・種の多様性研究グループ）

ングを行い、ＳＥＭで観察できるよう試料を作

製した。

試料が完成したところで、さっそくＳＥＭで

の観察を行った。まず、広瀬が簡単にＳＥＭの

１ｔ細みや操作方法を説明し、その後、－人ず

つ操作を体験した。ＳＥＭの観察は約１時間半

とたっぷりと時IHIをとり、予定通り午後４時

に講座は無事終了した。参加者には最後に、

修ｒ証書を手渡し、ＳＥＭで撮った写真をプレ

ゼントした。

琉球大学理学部海洋自然科学科・・牛物系と

の共催で、琉球大学公開講１４４「ミクロでのぞ

く身近な虫の１１１:界」を開講した。

本講座は、参加者自身に大学構内で昆虫を

採集してもらい、それを走査型電子顕微鏡（Ｓ－

ＥＭ）で観察することで、身近な草花にひそむ

小さな虫たちの存在を知ってもらい、その体

のつくりを学ぶことを日的とした。実験スペ

ースの都合上、定員を８名としたところ、早々

と定員いっぱいとなり締め切られた。参)川WLは、

-1豆に中.,蔚校２１§であり、他人学の大学院'１；も

２名参加してくれた。

当日は、午前９時30分に集合した後、まず、

広瀬が講座の主旨説明を行い、参加者を念め

てお互いに｢１１_L紹介をした。続いて、佐藤が

昆虫の多様性と体の構造について講義を行な

った。その後、各々捕虫網やたたき網などを

持って、校舎の周りで採集を行なった。

SEMを用いた観察風景

理学部海洋1二|然科学科。生物系と共劉催して

初めて行なった琉球大学公開講座であったが、

定iiいっぱいの参加者が集まり、次世代の学

|川を担う若者達に多少なりとも、昆虫の体

のつくりの精巧さや、植物との共生関係につ

いて興１床をもってもらえたと思う。今後も、

このような講座提供の機会があれば、協力し

ていきたい。

採集風景

採集が終わると実験室に灰り、ＳＥＭで観察

したい昆虫を選んだ。その後、昼休みを挟んで、

傳田が植物と虫の密接な関係について、イチ

ジクとイチジクコパチを例に講義を行なった。

その問に広瀬が、昆虫の乾燥と金属コーティ

L１
ｕ

Ｓ回画型壁

SEMで撮影したイチジクコバチの雌
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平成１９年度ＣＯＥ宿泊研修会実施報告

米蔵誠哲（広報担当）

平成１９年度ＣＯＥ宿11と1研修会は２００７年１２１］

３「１（)j）・４「１（火）に|:1:|亡青少年交流の

家（渡嘉敷島）で実施した。参加者は３１名（教

t１５名、大学院生１Ｍ'１，ポスドク１３名、」;務

Ｌｉ２名）であった。３[]午iii9時にﾘllMljillj1r1

ふ蚊を|Ⅱ航、，ｉｌｌｉ速艇で35分かけて渡嘉激,IHiに

渡り、昼食後１２時から施設内で{ﾘ|:修会を|)M姑

した。はじめに土臆誠Ｃ○Ｅリーダーより、本

ＣＯＥプログラムのこれまでの実絞、「'１間評I11i

と反省点、およびグローバルＣＯＥプログラム

巾請を視野にいれた今後の課題について説明

があった。研修会の第一部は今年９月に開催

されたシンガポールワークショップとエクス

カーション（Tioman島散策と生物観察）の報

告が行われた。人|]]英利氏が|Ｍ催場所シンガ

ポール[噂IXr大学の付属l41j物館（ThcRalTIcsMu-

scumofBiodivcrsityRescarch）や生物多様It

IJ｢究督の細介を交えてワークショップの総},[ｉ

を行った。さらにシンガポール人学の例に倣

い琉球大学の若手研究背も生物多様性1Ｊ｢究を

精力的に推進すべきであること、国際会合で

深い議論ができるよう英語コミュニケーショ

ン能力を磨くべきであることを強調した。

Ti()ｍ【,、’鳥散策で見つかった陸上生物について

は'''1ＪW希氏（nili乳類）と藤)卜亮氏（l1Iii生．ハ

虫類）、’１１'1物については':li付lM11氏、宿泊地周

辺の沿ｈと海域で見られるitll沖生物（海,!i虻．ナ

マコ等）についてはⅢ１１藤'''1記氏が報杵した。

Tioman,|;』の生物多様性の程度を評I11Iiし、力|,綱

島との卿|達を地ＪＭ気･候・人的影騨等の観点

から議論した。第二部ではＣＯＥ研究員の研究

紹介が行われた。力Ⅱ藤亜記氏はｌ８ＳｒＤＮＡ配

列決定による無節サンゴモの分子分類学的研究、

新垣誠司氏は岩礁潮間帯生物群集の構造決定

と多様性の創出機構、富永篤氏はシリケンイ

モリの分子系統地理学、波利ﾂﾞﾄ佐紀氏は造礁

サンゴ幼生の分散-浮遊jU1l1ljと栄養物性につい

て発表した。これらすべてについて|ﾘﾄ究１ｺ的

の達成に繋がる堅実な成果が得られており、

またこれまでとは』!'Lなるアプローチにより更

なる腱'１Mを狙ったものもあった。般後に山崎

秀雄氏から閉会のことばがあった。１Ｊ｢修会終

ｒ後の懇親会で親睦を深めた。
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2007年度に開催されたセミナーとシンポジウム

【セミナー】

1）第24回琉球大学COEセミナー

平成19年６月１８日１０:００－１２:００理系複合棟609室

発表者：Ｄｒ・ＲａｌｐｈＡ・Lcwin(ScrippslnslitutcofOceanograplIy,ＵＣＳＤ）

演題：Blackalgaeonwhitewalls:GIoeocapsa,etc.(Cyanophyta）

発表者：DrLannaCheng(ScrippslnstitutcofOceanography,ＵＣＳＤ）

演題：Inscctsinmarincenvironments

2)第25回琉球大学COEセミナー

平成19年６月１９日１３:00-14:１０理系複合棟202室

発表者：Ｄ｢MauricioRodriguez-Lanetty(UOPostdoctoralFellow-Ccntref0rMarincStudies,UnivcrsityofOueensland）

演題：Whatmicroarraysaretellingusaboutthecellbiologyofcnidaria昨dinoHagellatcsymbioses

3)第26回琉球大学COEセミナー

平成１９年６月２１日１５:30-17:００理系複合棟609室

発表者：松田洋一教授（北海道大学創生科学共同研究機構動物染色体研究グループ）

演題：MoIccuIarcytogeneticapproachtoComparativegenomicsofamniotes

ChromosomeevolutionandsexchromosomediffCrcntiationinbirdsandreptiles

4)第27回琉球大学COEセミナー

平成19年９月１９日1430-17:３０理学部528室

発表者：Ｄｒ・VickiPcarse(UniversityofCalifOrnia,SantaCruz）

演題：FicldBiologyofPlacozoans(Trichoplax）

発表者：DrjohnPearse(UniversityofCalifOrnia,SantaCruz）

漬題：LunarReproductiveCycIesandHybridizationinDiadcma

5)第28回琉球大学COEセミナー

平成19年１０月２３日１３:30-14:３０理系複合棟609室

発表者：Ｄｒ・KlausMStiefel（独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構沖縄科学技術大学院大

学「実験神経生物学ユニット」研究代表者）

演題：Dynamicalsystcmsapproachestoneuroscience

6)第29回琉球大学COEセミナー

平成１９年11月１９日１３:30-1430理系複合棟609室

発表者：DrTaniaSobko(Deptofln化ctiousDiseases,KyorinUniversitySchoolofMedicine）

演題：InHucnccofthemicrolloraontllegastrointestinalnitricoxidcgcneration､Studicsinncwborn

infantsandgerm-freeanimals

7)第30回琉球大学COEセミナー

平成19年１２月１１日１３:30-14:３０理系複合棟102室

発表者：ProfessorGeorgeK1wama(DeanofFacultvofScicnce,DepartmcntofBiology,CarlctonUniversity,Canada）

演題：TheStressResponseinFish,relcvancetoclimatcchangeandtheenvironment

【シンポジウム】

1）第２１回太平洋学術会議

平成19年６月12-18日沖縄コンベンションセンター

2）lnternationalWorkshoponTTopicallslandBiodiversity:AcrossLandandSea（シンガポール国立大学と共同）

平成19年９月２５日-29日シンガポール国立大学（シンガポール）およびテイオマン島（マレーシア）

3)公開シンポジウム日本のサンゴ礁研究の歩みと展望一日本サンゴ礁学会設立10周年を記念して－（日本サン
ゴ礁学会共催）

平成19年１１月２５日沖縄コンベンションセンター
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各種受賞関係一HonorsandAwards-

山崎秀雄教授、米国N1Hで招待講演

ＣＯＥ事業推進担当者の山崎秀雄教授（遺伝

子の多様性研究グループ）が、2007年９月に

米国国立衛生研究所（ＮＩＨ,Nationallnstitutes

ofHealth）にて開催されたSecondlnternation‐

alRoleofNitriteinPhysiology,Pathophysiology

andTherapeuticsMeetingにおいて基調招待講
演をおこなった。ＮＩＨは28の研究所から構成

される世界最大規模の医科学研究機関で、こ

れまでに１００人以上のノーベル賞受賞者を輩

出している。今回、山崎教授のおこなってい

る一酸化窒素に関する基礎生物学研究が、循

環器基礎医学分野に高く評価され、唯一の日

本人招待講演者となった。

http://www､strategicresultscom/nitrite2/yamasakihtml

が選ばれたが、そのうち２件は本ＣＯＥプログ

ラムメンバーが受賞した。受賞論文は以下の

通り。

〔受賞論文〕

発生生物学分野：MamikoHiroseandMichio

Hidaka(2006)EarlyDcvelopmentofZooxan‐

thella-containingEggsoftheCoralsPb"“Qｿﾉ【〃

｡"Ｃａａ"ｄＭｂ"tjpomd“､tα:TheEndodermal

LocalizationofZooxanthellaQZOo/q8icα／Ｓｃ/‐
e"ｃＣ２３:873-881

生殖生物学分野：RamjiKBhandari,Moham‐

ｍａｄＡ・AlamKiyoshiSoyanoandMasaruNaka‐

mura（2006）InductionofFemale-to-maleSex

ChangeintheHoneycombGrouper(EP/"”/je‐

ｍｓｍｅｍＪ）ｂｙll-ketotestosteroneTreatments・

ZOomgica/Scje"ce23:65-69

大学院理工学研究科中本敦氏がFirstSouth‐

EastAsianBatConferenceでポスター賞を

受賞

博士後期課程（海洋環境学専攻）の中本敦

氏が、５月７－１０日にタイ・プーケットで行な

われたFirstSouth-EastAsianBatConferencc

（東南アジアコウモリ学会）において、ＣＯ

Ｅプログラムで行なった研究成果を発表し、

ポスター賞を受賞した。中本氏の受賞研究は、

「TheroleoftheRyukyuflying-fOx,Pteropusda‐

symallus,asaseeddispersalagentonOkinawa‐

jimalsland,theRyukyuarchipelago,Japan」

で、大型の種子分散者に欠ける琉球列島の亜

熱帯林の維持の上で、クビワオオコウモリが

どのような役割を果たしているかということ

について、植物、動物の両面から調査研究を

行なったものである。

大学院理工学研究科甲斐清香氏が日本サン

ゴ礁学会でポスター賞を受賞

博士後期課程（海洋環境学専攻）の甲斐清

香氏が、2007年１１月に行われた第１０回日本

サンゴ礁学会でポスター賞（学生の部）を受

賞した。甲斐氏の発表は、林千緒氏と酒井一

彦准教授との共同で「パリカメノコキクメイ

シの性的資源配分と幼生保育」。甲斐氏は群

体性のサンゴ、パリカメノコキクメイシを材

料としたサンゴの繁殖戦術の可塑性について

発表を行い、一般投票により優れた研究であ

るとして表彰された。

徳田岳氏が沖縄研究奨励賞を受賞

徳田岳氏（遺伝子の多様性研究グループ・

遺伝子実験センター助教）が第29回（平成１９

年度）沖縄研究奨励賞受賞者に決定した。受

賞テーマは「沖縄産シロアリ類による木材分

解に関する研究」。徳田氏は、研究材料とし

て八重山に分布するタカサゴシロアリを中心

として用い、シロアリ自身が生産するセルラ

ーゼについて詳細な研究を進めたことに加え、

共生バクテリアもシロアリのセルロース分解

に関わることを明らかにした。本研究は、全

ての木質のバイオエタノール化を容易にする

応用面で可能性を示し、沖縄の独創的な産業

振興に大きく寄与するものと期待されている。

ＣＯＥ研究員らがZoologicalScienceAward
2007を受賞

本ＣｏＥプログラムメンバーの贋瀬慎美子

氏と日高道雄教授（遺伝子の多様性研究グル

ープ）の研究論文およびBhandari氏と中村將

教授ら（種の多様性研究グループ）の研究論

文がZoologicalScienceAward2007に選ばれ

た。今回ZoologicalScienceAward2007とし

て、日本動物学会の英文誌ZoologicalScience
に2006年に掲載された124編の論文から５編
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全天写真を用いた林分構造の解析

魚眼レンズを用いて天球を平面_'二の円に投影した写真のことを全天写真と呼ぶ。全天写真は
光環境、葉面積指数、葉の角度の分布などの解析に用いられる。写真左は沖縄島億首川上流の

マングローブ、写真右は下流のマングローブにおける全天写真の撮影例である。
撮影当時（2005年７月)、ド流のマングローブにおいては樹木の育成密度が低く比較的大きな

ギャップが存在していたが、全天写真ではこの林分の特徴が良く捉えられている。

写真・文諏訪錬平（ＣＯＥ公募研究員）

編集・発行COE広報委員会

〒９０３－０２１３

沖ﾎﾞ鬮県中頭郡西原町字千原1番地琉球大学理学部理系複合棟６１５号室
２１世紀COEプログラム事務局ＴＥＬ：098-895-8384ＦＡＸ：098-895-8386

URL：http://wau-ryukyuacjp/coe／
代表土屋誠e-mall:tsuchiya@sci,u-ryukyu,acjp／COE事務局e-majl:knkcoe@tojim,u-ryukyuacjp


